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縣
琴
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言
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冒
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冒
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校
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員

禁
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誓

塁

晨
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百
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十
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加
茂
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學
校
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者
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二
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等

學

校

修

身

公

民
科
教
授
要
目
二
闘
ス
ル
件
—
|
中
等
學
校
教
授
要
目
改
正
及
制
定
等
二
闘
ス

レJ
付
…
•
9........... 3 .
.
.
 o.oo ....... 魯●
●

0...... 。... o
 
.... d
 
..... 。:..... 。.. 
0
 
............... 9
 
.... 。.. o
 
..... 。... 。.. 
u
 
............. 
i
五
九

............................ o
 
....... 
,
 
........ 
l

-

L

'

 

-—ー ミ，--;・て＿＿ `、 •——- -- - ―̀ : --_ _ て

r

阿
第
二
百
二
十
六
絨
（
青
州
日
本
人
會
立
青
州
零
常
高
等
小
學
校
同
上
）
ー
同
第
二
百
二
十
七
糠

科
女
學
校
名
稽
髪
更
認
可
）

1
|
M
第
二
百
二
十
五
競
（
セ
ル
バ
ン
ド
ン
日
本
人
小
學
校
恩
給
法
指
定
）

同
第
二
百
二
十
一
孟
謳
（
千
葉
縣
安
房
高
縮
家
政
女
學
校
同
上
）
ー
ー
同
第
二
百
二
十
四
競
（
奈
良
縣
高
田
寅

摯
（
天
台
宗
比
叡
山
中
學
痰
止
認
可
）
ー
同
第
二
百
二
十
二
統
（
東
京
市
杉
並
商
業
學
校
説
置
認
可
口
，
1

山
賞
業
學
校
同
上
）
ー
1
同
第
二
百
一
平
競
（
第
二
岩
佐
高
等
女
學
校
改
蒋
認
可
）
ー
ー
同
第
二
百
二
十

を
刃
．．
 

。
・
・
。
：
：
文
部
省
告
示
第
二
百
十
八
駿
（
國
府
寮
學
院
高
勢
賓
践
女
學
校
設
置
認
阿
ー
同
第
二
百
十
九
競
（
和
歌

a

A

g叫
r"r
了

本

校

に

於

け

る

常

業

者

指

導

賓

況

：

；

．．
 
e

・
岩
手
縣
立
盛
岡
商
業
學
警
長

iり＄，卜、＇、ー、，＇
9

，'
.
'
¥
'
.
,
lヽ・ー9
、9,
'
,
'
,
'
,
'
,
9
,
9
,
i
i
＼
く
＜

v
,`ー`
r
9
.
V
9
¥
S
¥
’

最

近

に

於

け

る

外

国

の

學

校

を

観

て

,
~
S
5
5
~
l

り
‘
、
l
'
,
9
,
5
\
5
$
~
v
~
t
う
&
,
‘
~
$
$
\
’
v
,
9、
、
'
,
'
,
s
,
,
'
,

t
9
,
'
9
,
9
,
<
~
\

の

職

業

敦

育

に

．．．．．．．． 
。
・
:
文
部
省
訓
令
第
十
八
姉
（
昭
和
十
二
年
度
文
部
省
所
管
學
校
及
闘
脊
館
歳
入
歳
出
豫
尊
科
目
表
巾
追
加
）

闘
令

|
l
同
第
十
九
鱗
（
地
方
社
會
敦
育
職
員
定
員
中
改
正
）
1

授
文
九
ご
聟
（
文
部
省
分
課
規
程
中
改
正
）

ー
ー
同
（
文
部
大
臣
官
磨
骸
育
課
事
務
分
掌
規
程
改
正
）
：
．．． 
oe、f',
.......... ,
 
... s
 
........ oo 
.................... ̀
:
 .. 
,. 

ド 本

校

：
て
：
0
6
:
'
:... 
;
…
。
文
部
省
在
外
研
究
員

．
 

山
口
高
儲
商
業
學
校
敦
授

河
村

我

が

校

に

於

け

る

藤

蔭

寮

の

生

活

醤

岡

縣

盗

霰

高

等

女

學

覧

小

倉

隆

蔵

・

一

塁

畜
産
…
…
•
o
... ,o.。・・。
．．
 
ー・・・。uo
..... 。P
... ,

.

u

o

.

:

0

熊

本

縣

立

阿

鮮

農

業

學

校

・

i

四

二

秀
雄
・
・
・
一
塁

の

加
茂

一
五
七

東

洋

…

一

四

九



學
校
備
附
ビ
ア
ノ
及
ォ
ル
ガ
ン
の
管
理
に
就
い
て

1
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
7
8
9
0
 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

 

1

1

]

2

 

‘̀ 

繊一 骨

ピン板

チュ-=ンクビン

絃受け

ダン パー

ソージングポクン

駒（長駒）

鐵 骨

プレートビン

響 オ反

響 棒

支柱

絃押ヘ
絃

/‘ l

ル

ン

↓
ョ
キ

l
 

（
 

マ

レl

シ

ン

マ

ク

盤

ン＾

ァ

鍵

棚

棚 受 け

ビ
ア
ノ
断
面
岡

略

囮
ピ

ア

ノ

の

携

造

に

闘

す

る

概

略

的

誼

明

と

諸

注

意

J
 

ル，｝ 
緒

言
文
部
時
報

第
五
百
八
十
四
撃

I 
~へ•

9, 『．

穂

て

の

業

器

が

そ

の

保

存

上

や

取

扱

上

の

注

意

の

如

何

に

依

つ

て

そ

の

業

器

の

壽

命

に

甚

大

た

影

魯

を

も

つ

と

い

ふ

こ

と

は

言

ふ

迄

も

な

い

事

で

、

全

國

の

小

睾

校

、

女

學

校

を

初

め

諸

學

校

に

備

阻

け

て

あ

る

ピ

ア

ノ

叉

は

オ

九

ガ

ン

の

管

理

宜

し

き

を

得

た

い

為

に

招

く

教

授

上

鎚

に

鯉

樺

上

の

損

害

は

可

成

り

莫

大

な

も

の

に

上

る

で

あ

ら

う

。

業

器

取

扱

の

心

構

へ

は

一

言

に

し

て

い

へ

ば

そ

の

業

器

を

愛

す

る

と

い

ふ

事

で

た

け

れ

ば

な

ら

ぬ

。

こ

の

心

構

が

あ

っ

て

こ

そ

初

め

て

業

器

の

昔

律

を

正

確

に

保

た

し

め

る

と

共

に

、

壽

命

を

長

く

も

た

せ

る

こ

と

が

出

来

る

の

で

あ

る

。

だ

か

ら

學

校

が

先

づ

職

員

生

徒

全

儘

に

酎

し

て

楽

器

を

愛

し

、

尊

重

す

る

と

い

ふ

観

念

を

抱

か

し

め

る

事

が

何

よ

り

大

東
京
音
楽
學
校
業
器
掛

切

で

あ

る

。

そ

れ

に

次

い

で

は

築

器

の

構

造

に

弼

す

る

常

識

を

持

た

し

め

、

業

器

を

如

何

に

取

扱

ふ

べ

き

か

と

い

ふ

こ

と

を

知

ら

し

め

て

置

か

な

け

れ

ば

た

ら

ぬ

。

業

器

の

中

で

も

特

に

ピ

ア

ノ

及

ォ

J

V

ガ

ン

の

如

く

微

妙

た

る

働

き

を

有

し

精

巧

に

し

て

複

雑

た

る

機

械

業

器

に

於

て

は

、

是

が

管

理

に

は

格

別

周

到

な

る

注

意

が

肝

要

で

あ

る

。

然

る

に

世

間

に

は

往

々

ピ

ア

ノ

や

ォ

J

V

ガ

ン

の

機

能

や

構

造

に

劉

す

る

知

識

を

鋏

く

た

め

に

、

全

然

一

箇

の

家

具

に

劉

す

る

と

同

様

の

取

扱

を

し

て

居

る

の

を

見

受

け

る

が

、

そ

一汀
T

]日
。

魯

十

年

に

し

て

使

用

に

堪

へ

ざ

る

督

態

｛

業

器

の

取

扱

や

保

存

に

闘

す

る

知

識

を

得

る

た

め

に

は

、

先

づ

其

業

器

が

如

何

な

る

材

料

を

以

て

組

立

て

ら

れ

て

居

る

か

と

い

ふ

こ

と

か

ら

考

へ

ね

ば

な

ら

ぬ

。

一
、
外
廓

乾

燥

せ

る

木

材

を

膠

及

木

｀

ネ

ジ

を

以

て

組

合

咤

外

面

の

塗

袈

に

就

い

て

は

國

産

ピ

ア

ノ

の

多

く

は

我

國

獨

特

の

漆

を

以

て

し

外

國

製

ピ

ア

ノ

の

多

く

は

ア

J

V

コ

ー

ル

に

溶

解

せ

る

塗

料

を

用

ふ

u

昼

p

[

[

氣

、

日

光

‘

暖

房

の

熱

等

の

直

射

、

ア

ル

コ

ー

ル

を

含

む

液

に

て

拭

ふ

事

た

ど

は

厳

に

禁

す

べ

き

で

あ

る

。

I

-

、

内

部

（

イ

）

（

口

）

あ

る

。

褻
苦
慢

ワ

イ

ヤ

ー

（

絃

）

に

は

非

常

に

張

力

に

堪

へ

得

る

特

菰

鋼

賀

の

裸

線

を

用

び

、

低

苦

部

の

約

四

十

本

は

其

上

に

銅

線

を

被

覆

せ

る

も

の

を

用

ふ

。

稀

に

は

軟

鐵

線

を

巻

い

た

も

の

も

あ

る

。

こ

の

ワ

イ

ヤ

ー

は

非

常

な

る

緊

張

を

以

て

張

ら

れ

、

其

張

力

の

合

算

は

約

三

萬

六

千

封

度

に

も

逹

す

る

虞

の

驚

く

べ

き

強

力

な

も

の

で

あ

結甚特影層］召

果しに響＿

をく混を

来錆氣及層

すををぼ――

こ生禁す此

とじじのワ
とた・でイ
た蝙手、ャ

る合の裸 l
°は脂線は
音等を鍍
色を用金
不つい等

明けてを
朗な あ 施
にいるす

た様た事
りにめは
途注錆苦
に意を色

断を生に

線型じ多
等す易大

のるくの
悪° l 悪

鐵

骨

ワ

イ

ヤ

ー

の

張

力

を

支

へ

る

た

め

に

良

質

の

鋳

鐵

の

鐵

骨

を

用

ふ

。

ピ

ア

ノ

の

重

い

理

由

は

主

と

し

て

こ

の

鐵

の

た

め

で

‘ヽ
＼ 

學
校
備
附
ピ
ア

管
理
に
就
い

て

Ifr 
， 
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學
校
備
附
ピ
ア
ノ
及
ォ
ル
ガ
ン
の
管
狸
に
就
い
て

ィ
旦
芍、.

ヽ
~
・

に

9へ
クヽ

＼ 

ピ
ン
板

ワ
イ
ヤ
ー
の
一
踏
を
鐵
製
ピ
ン
に
捲
き
つ
け
，
此

ピ
ン
を
楓
の
如
き
竪
き
材
質
の
板
数
枚
を
縦
横
に
張
り
合
せ
た
る
も

の
に
植
へ
つ
け
て

3

ピ
ン
と
木
板
と
の
摩
擦
に
よ
っ
て
絃
の
張
力
を

保
持
す
る
霊
要
な
る
役
目
を
特
つ
木
板
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
ピ
ン

を
廻
し
て
絃
の
張
力
を
加
滅
す
る
の
で
あ
る
。
ビ
ア
ノ
が
よ
く
調
子

喜
っ
と
云
ふ
事
は
こ
の
ピ
ン
板
の
磨
擦
力
の
如
何
に
よ
る
事
が
主

で
．
良
く
乾
燥
さ
汎
た
最
も
良
質
の
材
木
を
数
枚
合
せ
て
製
迄
さ
肛

る
事
を
必
要
條
件
と
す
る
。

v

不
良
ど
；
，
．
に
於
て
よ
く
見
る
乾
燥
不
充
分
な
る
木
村
亨
二
三
枚
使

用
音
る
ピ
ン
板
は
、
少
々
の
ス
ト
ー
ブ
火
氣
の
乾
燥
に
よ
り
；
忽
ち

そ
の
ピ
ン
が
弛
み
、
閏
子
が
保
ち
誰
く
な
る
。

｀
―
二
国
一
極
度
の
乾
燥
は
絶
野
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
Q

こ
]
]
胃
閾
鐵
骨
の
後
方
に
全
面
的
に
仕
組
ま
れ
て
あ
り
；
ピ
ア
ノ

の
裏
面
よ
り
見
え
る
平
面
の
板
が
そ
れ
で
あ
る
J

極
度
に
乾
燥
せ
る
松
材
を
用
ひ
て
作
己
其
一
郎
に
木
製
の
駒
か
取

付
け
ら
紅
、
そ
れ
に
ワ
イ
ヤ
ー
の
一
部
が
架
け
ら
れ
て
あ
る
、
）

ヤ
ー
に
興
へ
ら
れ
た
る
振
動
は
駒
を
偉
つ
て
響
板
の
廣
い
面
積
の
捩

動
に
移
し
て
習
の
披
大
を
は
か
る
装
醤
で
あ
る
。

ワ
イ
ヤ
ー
、
胴
疇
板
の
闘
係
を
最
も
簡
箪
な
構
造
の
ザ
ァ
イ
オ
リ
ン

琴
恥
明
ず
れ
ば
，
ザ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
霧
板
は
表
板
で
あ
召
響

は
悪
く
な
る
。3

甚
し
き
は
絃
よ
り
駒
が
下
つ
て
雨
者
間
に
隙
を
生
じ

饂
音
を
褒
す
る
事
が
あ
る

（
ホ
）
打
絃
装
置
即
鍵
盤
蚊
に
ア
ク
シ
ョ
ン
循
頭
に
て
鍵
盤
を
打

つ
時
そ
の
力
は
ア
ク
シ
ョ
ン
な
る
槻
欝
を
通
じ
て
ハ
ン
マ
ー
フ
ニ
J
v

ー
を
働
か
し
め

3

そ
の
ハ
ン
マ
ー
が
絃
を
打
つ
と
云
ふ
鼓
置
が
打
絃

装
置
で
あ
る
。
ア
ク
シ
ョ
ン
は
楓
類
の
木
材
よ
り
な
る
棋
抒
と
，
多

少
の
針
金
を
補
充
し
各
摩
擦
部
分
に
は
フ
ェ
ル
＼
＼
ク
ロ
ス
，
柔
皮

類
を
用
ひ
て
摩
擦
に
よ
り
生
す
る
雑
音
を
防
い
で
あ
る
。3

其
他
少
部

分
の
ス
プ
リ
ン
グ
を
用
ひ
て
あ
る
c
鍵
盤
は
松
材
を
主
憬
と
し
、
表

面
指
頭
の
嘗
る
部
合
に
は
象
牙
叉
は
セ
ル
ロ
イ
ド
を
貼
り
、
黒
鍵
に

は
黒
檀
を
用
ふ
る
を
普
通
と
す
る
。

一
注
＝
―
-
惹
以
上
緩
雑
た
る
概
糟
は
各
み
、
重
嬰
た
る
役
目
を
持
ち
、

ー

其
中
の
一
部
が
故
諒
を
起
し
て
も
全
然
打
絃
の
機
能
を
失
ふ
。
最
も

被
害
の
多
き
は
器
氣
で
あ
る
。
故
に
若
し
漏
氣
を
奥
ふ
る
時
は
，
摩

擦
部
分
の
ク
ロ
ス
皮
類
は
回
滑
鰹
快
な
る
働
き
を
失
ひ

b

途
に
活
励

を
停
止
す
る
。
叉
膠
で
貼
ら
紅
た
鍵
盤
象
牙
は
瀑
氣
り
鯰
め
剥
脱
す

る
事
が
あ
る
。
叉
漁
氣
を
持
綬
す
る
時
は
特
穂
金
島
の
ス
プ
リ
ン
グ

は
雙
質
し
て
途
に
折
損
の
故
障
が
綬
出
す
る
。
纏
て
此
部
分
に
あ
っ

て
は
温
氣
は
絶
町
に
禁
物
で
あ
る
J

（
ぺ
）
其
他
ぺ
食
庄
器
に
闘
し
て
は
其
糠
造
は
一
見
し
て
明
か
で
あ

文
部
時
報

焙
五
百
八
十
四
競

ワ
イ

板
に
は
ワ
イ
ヤ
ー
よ
り
の
胴
力
が
矢
の
方
向
に
へ
ず
加
つ
て
ぬ

る
。
此
の
瞑
刀
は
共
鳴
の
條
件
に
は
最
も
重
大
た
る
闘
係
が
あ
る
。

喜
響
板
は
十
分
絃
の
墾
力
に
堪
へ
得
ら
紅
る
置
而
し
て
十
分
乾

燥
唸
る
木
理
の
揃
っ
た
良
質
の
木
材
を
以
て
製
ぜ
ら
れ
絃
振
動
を
容

①
ヮ
イ
ヤ
！
（
膵
L

⑦

的
⑤

響

抜

易
に
共
鳴
し
得
る
敏
感
性
を
持
つ
事
の
二
つ
の
條
件
を
必
要
と
ず

る。
一
巴
｀
ー
一
若
し
甚
し
き
乾
燥
温
氣
，
熱
等
を
奥
へ
る
時
は
＇

印
杓
碕
炉
雙
質
を
来
し
。
歴
力
に
堪
へ
ら
れ
可
絃
と
反
劉
の
方
向

に
彎
曲
低
下
ず
る
場
合
が
展
：
あ
る
。
然
る
時
は
一
定
の
絃
の
艇
カ

は
減
じ
共
嗚
の
度
合
は
奢
し
く
低
下
し
、
従
つ
て
平
日
量
は
減
じ
平
日
色

漂
氣
我
尉
は
歓
米
に
比
し
て
温
度
非
常
に
高
く
ぎ
業
器
保
存
上
非

に
不
氾
営
た
氣
候
で
あ
る
。
混
氣
の
業
器
に
及
匠
ず
害
は
前
述
の
通

り
恐
る
べ
き
忍
の
で
あ
る
か
ら
，
我
國
に
於
て
は
特
に
慎
重
な
る
注
意

と
研
究
と
が
必
要
で
あ
る
。
~

言
室
の
理
想
的
漁
度
と
し
て
毛
璧
霞
計
に
て
七
十
露
程
度
を
最

も
適
嘗
と
す
る
。
出
来
得
れ
ば
泰
器
室
に
は
操
度
濯
度
の
計
器
を
具
備

し
て
常
に
こ
れ
に
注
意
を
彿
び
度
い
。

[
乾
燥
國
産
ピ
ア
ノ
は
慨
し
て
椙
氣
に
は
割
合
張
い
か
乾
燥
に
は
比

較
的
被
害
を
受
け
易
く
，
外
國
製
ピ
ア
ノ
は
そ
紅
と
反
封
に
乾
燥
に
強

＜
漏
氣
に
弱
い
様
で
あ
る

3

冬
期
の
乾
燥
期
等
に
暖
房
の
た
め
温
度
華
氏
七
十
度
以
上
に
も
上
昇

せ
し
む
る
事
は
危
阻
で
あ
る
。
六
十
度
位
を
理
想
的
榛
準
温
度
と
し
、

瓦
斯
ス
ト
ー
ブ
以
外
の
暖
房
に
は
乾
燥
を
防
ぐ
た
め
に
ス
ト
ー
ブ
の
上

に
水
槽
等
を
具
へ
て
調
節
す
る
必
要
が
あ
ろ
。

温
度
温
度
七
十
度
以
上
に
上
昇
す
る
時
は
熱
の
被
害
を
伴
ふ
°
叉

急
激
な
る
温
度
の
髪
化
は
避
く
べ
き
で
，
急
に
二
十
皮
忍
温
度
を
上
昇

槃
器
保
存
上
の
常
識

ろ
か
ら
特
に
注
意
す
べ
き
事
項
も
な
い
か
ら
省
略
す
る
。

ふ
ij~ 

~
~
~
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學
校
備
附
ピ
ア
／
及
ォ
ル
ガ
ン
の
咎
親
に
就
い
て

細
部
に
渡
つ
て
使
用
さ
れ
あ
る
靴
沙
類
を
犯
す
衣
蛾
轟
の
害

は
相
常
恐
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
繁
殖
頗
る
早
く
僅
か
の
間
に
殆
ん
ど

全
部
の
羅
沙
類
を
哄
い
霊
し
機
能
上
の
故
障
忍
綬
出
す
る
事
が
往
々
あ

る
。
ピ
ア
ノ
に
は
相
常
高
債
な
る
外
國
製
羅
沙
フ
ニ
庄
卜
類
が
使
は
れ

て
あ
る
か
ら
，
是
が
修
紅
取
替
へ
に
は
柏
嘗
多
額
の
費
用
を
要
す
る
。

こ
の
豫
防
法
と
し
て
は
，
完
全
に
ピ
ア
ノ
の
蓋
を
し
て
苓
く
事
、
内
部

を
清
潔
に
保
玄
調
律
す
る
紅
に
臨
の
有
鯖
を
讐
さ
せ
る
事
、
若
し
衰

見
せ
る
時
は
微
底
内
に
分
解
帰
除
し
て
か
ら
後
弧
力
な
防
鑑
聞
（
現
今

に
て
は
パ
ラ
胴
ボ
ド
デ
ン
笠
）
を
多
董
に
入
れ
て
詭
防
を
す
る
こ
と
。

馨
轟
の
最
忍
被
害
の
甚
し
い
の
は
幼
謳
の
時
代
で
四
月
頃
か
ら
十
月

頃
に
か
け
て
ゞ
あ
る
。
五
月
中
旬
に
な
る
と
刃
化
し
て
卯
を
生
み
つ
け

卯
は
直
ち
に
幼
晶
と
な
り
活
動
を
初
め
る
。
鍵
盤
の
院
間
か
ら
餓
が
現

は
れ
た
り
、
蓋
の
裏
に
闊
筒
朕
の
鞘
が
附
着
し
届
る
事
が
あ
る
が
、
斯

様
な
際
は
必
ず
卓
繋
が
棲
息
し
て
ゐ
る
哀
遮
攘
巧
褒
見
次
第
直
ち
に
閏
律

師
に
依
頼
し
て
被
害
を
少
部
分
に
土
め
る
様
た
方
法
を
講
ぜ
ね
ば
な
ら

晶
害

ゐ
る
。
斯
様
た
場
合
に
は
炭
火
か
ス
ト
ー
ブ
で
室
内
を
乾
燥
せ
し
め
ね

ば
た
ら
ぬ
。

雨
含
み
の
強
風
の
日
，
霧
の
か
＼
つ
た
日
，
夜
間
の
外
氣

詈
詈
混
度
の
高
い
時
で
あ
る
。
業
器
の
外
覧
窓
硝
子
等
に
水
滴
溜

り
曇
り
を
生
す
る
や
う
た
時
は
槃
器
の
内
部
に
も
必
・
ず
盪
気
が
入
っ
て

雨
天
の
日
這

a
 

↑
r
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せ
し
む
る
様
な
際
に
は
室
内
の
空
氣
の
温
度
と
ビ
ア
ノ
自
悟
の
濫
度
と

の
間
に
非
常
な
る
差
を
生
す
る
鯰
に
空
氣
中
の
水
分
は
低
温
な
る
業
器

の
内
部
の
各
部
に
凝
結
し
、
）

じ
で
あ
る
。

L
 

稲
々
の
害
を
及
ほ
す
事
は
揺
氣
の
害
に
同

叉
濯
度
の
高
低
に
よ
り
絃
は
膨
脹
或
は
牧
縮
を
束
し
苦
律

に
狂
を
生
す
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
，
業
器
室
の
濯
度
は
加
熱
す
る
に
し

て
忍
叉
冷
却
す
る
に
し
て
忍
な
る
べ
く
除
々
に
行
ひ
急
激
に
濯
度
を
愛

へ
な
い
様
に
す
る
こ
と
で
あ
る
C

暖
房
に
嗣
す
る
注
意

土
地

石
炭
ス~
I
oー
プ
や
ス
テ
4
4
ー
ム
は
乾
燥
せ
し
め

る
だ
け
で
あ
る
が

b

瓦
斯
ス
ト
ー
プ
は
濫
氣
の
害
を
奥
へ
る
。
柳
ち
燃

に
は
多
督
一
の
水
蒸
氣
を
痰
散
す
る
か
ら
で
あ
る
。

料
の
右
炭
瓦
斯
中
に
は
在
十
露
位
の
水
分
が
合
ま
れ
て
居
り
燃
燒
の
際

る
に
往
々
瓦
斯
ス

ト
ー
プ
上
に
水
糟
を
お
き
水
蒸
氣
を
褒
散
せ
し
め
て
s

ね
る
の
で
p
其
結

果
は
漏
度
が
倍
加
し
て
ぬ
る
繹
で
ピ
ア
ノ
に
と
つ
て
は
斯
う
し
た
事
は

殿
に
警
戒
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

悔
岸
地
方
た
ど
の
潮
風
の
吹
く
揚
所
に
在
る
業
器
は
非
常
に

損
傷
し
易
い
。
潮
を
合
ん
だ
漏
氣
は
金
局
部
の
両
肉
蝕
摩
擦
部
の
不
園
滑

等
普
姐
の
漏
氣
以
上
に
甚
だ
罪
心
仕
の
害
克
及
庁
す
も
の
で
あ
る
。
斯
う

し
た
揚
合
に
は
特
に
防
鳳

B

防
温
に
砕
別
｀
な
注
意
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

又
混
池
を
嬰
め
立
て
た
地
所
や
窪
ん
だ
所
の
温
地
等
は
特
に
調
律
師
に

防
温
の
手
嘗
を
麓
さ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
た
い
。
叉
山
閏
等
霧
の
多
い
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縞

地
方
は
温
氣
が
多
い
か
ら
注
意
を
要
す
る
。
内
池
で
は
特
に
乾
燥
地
と

し
て
其
被
害
の
特
に
甚
だ
し
い
所
は
な
い
が
、
朝
鮮
滴
洲
等
は
相
常
乾

燥
旭
で
あ
る
か
ら
ビ
ア
ノ
の
保
存
に
は
平
生
相
営
の
注
舷
を
彿
ふ
必
要

が
あ
る
。

叢
場
所
の
謬
繹

―
―
五

適
た
謁
で
あ
る
J

C
1
)

床
下
の
排
水
設
偏
及
氾
風
よ
く
又
風
田
に
町
し
て
も
十
分
な

設
備
を
有
す
る
南
向
の
明
る
い
日
嘗
り
の
よ
い
字
が
理
想
的
で
吝
建
物

の
周
園
に
樹
木
の
多
く
繁
茂
し
従
っ
て
日
富
り
の
感
い
家
な
ど
最
も
漏

0

ご

蓼
多
く
業
器
保
存
上
不
逹
常
で

外
氣
が
胴
れ
易
い

れ
ば
た
ら
ぬ
。

文"O) 

Q r、
ノ•ヽ

¥9  

二

）

ぬ。

外
壁
に
控
し
て
置
く
と
屋
外
の
淵
氣
を
受
け
る
虞
れ
が
あ

暖
房
に
接
近
吃
し
め
局
部
的
に
高
熱
を
受
け
し
め
る
事
は
塗

装
は
一
冗
よ
り
、
欝
造
上
に
も
大
害
が
あ
る
か
ら
沿
止
む
を
得
な
い
場
合

は
間
に
衛
立
た
ど
を
筐
い
て
湿
度
を
閏
節
す
る

氣
涙
の
覧
化
我
國
に
於
て
は
冬

B

秋
は
比
較
的
乾
燥
間
で
安
全
で

あ
る
が
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
の
六
、
七
、
八
、
九
の
四
ヶ
月
は
和
賞

濫
氣
か
ぁ
見
款
中
i
言
期

ビ
ア
ノ
の
調
律
と
整
頃

光
の
直
射
す
る
窓
際
は
辿
け
な
け

つ
て
は
最
も
甚
し
い
ッ
其
他
に
て
も
，

常
に
昔
律
を
正
し
く
絃
の
張
力
を
平
均
さ

ー
せ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
整
調
し
て
正
富
な
る
働
き
を
さ
せ
て
お
く
事
は
、
保

存
上
最
忍
璽
要
な
事
で
菱
則
の
ま
上
使
用
を
綾
け
る
こ
と
を
追
け
な
い

一
と
磨
誡
損
傷
の
時
期
を
早
め
る
心
叉
一
方
學
校
昔
業
敦
授
上
、
音
律
の

～
正
疏
な
る
こ
と
は
絶
コ
に
必
要
で
あ
っ
万
家
庭
に
於
け
る
ピ
ア
ノ
の

｀
律
以
上
に
重
大
た
事
は
一
―
-E

ふ
迄
も
な
い
。

〉
然
ら
ば
一
年
に
何
同
位
の
鯛
律
を
し
た
た
ら
ば
よ
ろ
し
い
か
と
云
ふ

尺
之
は
ビ
ア
ノ
の
使
用
程
度
及
び
ピ
ア
ノ
の
良
否
に
よ
っ
て
も
異

｝
 

り
A

一
概
に
決
め
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
家
庭
で
二
同
調
律
す
る

一
と
言
學
狡
に
於
て
は
少
く
と
も
そ
の
二
倍
の
四
同
を
芦
要
と
す
る
。

]
然
し
経
費
の
関
係
上
年
四
同
の
閂
律
が
不
可
能
な
る
場
合
は
、
最
少

ー
隈
度
と
し
て
年
二
同
は
絶
鉗
に
必
要
で
あ
る
。

二
同
の
場
合
は
冬
季
暖
房
に
よ
り
乱
詞
を
束
し
て
居
る
か
ら
四
月
頃

に
一
同
と
九
月
に
一
同
が
適
賞
で
あ
で
あ
ら
う
。
而
し
て
年
三
同
の
場

合
は
二
三
月
頃
第
一
同
栂
阻
期
を
遇
き
た
後
漏
氣
の
被
害
の
手
嘗
と

誓
の
た
め
七
月
頃
第
二
閂
十
一
月
頃
第
三
同
の
詞
律
其
他
の
手
嘗

ー
を
す
る
の
が
適
嘗
と
思
は
れ
る
。

尚
一
般
に
新
し
い
ピ
ア
ノ
程
調
律
の
必
要
も
少
な
い
様
に
考
へ
ら
れ

る
事
が
あ
る
が
沿
事
買
は
全
然
反
酎
で
新
し
い
中
は
未
だ
各
部
分
が
落

1}ノ

5
 

~, 

業
器
の
置
場
所
も
や
は
り
入
骸
に
適
し
た
室
が
最

―
―
四



仰

駆
校
備
附
ピ
ア
ノ
及
ォ
ル
ガ
ン
の
管
理
に
就
い
て

ー
オ
ル
ガ
ン
の
構
造
に
闘
す
る
概
略
と
保
存
上
の
常
識

し

）
文
部
時
報
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芳
か
す
年
日
律
も
狂
い
易
く
他
の
故
障
（
鍵
盤
等
の
）
が
あ
る
事
が
多
い
。

良
品
に
て
は
一
年
半
か
ら
二
年
に
な
っ
て
丁
度
綿
て
の
コ
ン
デ
：
シ
ョ

ン
が
整
つ
て
く
る
も
の
で
あ
る
か
ら
新
し
い
う
ち
程
頻
繁
の
調
律
を
必

要
と
す
る
。

檬
準
基
香
中
央

C
一
音
よ
り
オ
ク
タ
ー
ブ
上
の

C-H日
，
或
は
其
す
ぐ

下
の

A
昔
の
捩
動
敷
を
決
め
て
基
準
晋
の
絶
封
値
と
し
た
も
の
で
あ

る
。
今
甲
學
校
の
業
器
と
乙
學
校
の
業
器
に
於
け
る
同
じ
晋
例
へ
ば
中f

 

央
の
ハ
苦
に
就
い
て
調
べ
て
見
た
結
果
そ
れ
が
異
つ
た
高
さ
で
あ
っ
こ

と
す
る
と
、
音
業
上
重
大
た
誤
り
と
な
り
又
他
の
業
器
と
合
奏
す
る
傘

合
に
不
便
を
来
す
こ
と
は
云
ふ
迄
も
た
い
。
特
に
ビ
ア
ノ
，
ォ
J
v
ガ
ン

は
昔
業
の
基
準
と
し
て
用
ゐ
ら
れ
、
重
要
な
位
置
に
あ
る
柴
器
で
あ
る

か
ら
基
昔
の
高
さ
を
骰
正
に
保
た
し
め
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

此
基
苦
に
つ
い
て
は
時
代
に
よ
っ
て
多
少
の
差
異
は
あ
っ
た
が
古
来

よ
り
歎
洲
に
於
て
展
；
そ
の
手
日
の
高
さ
が
決
議
さ
れ
て
ゐ
る
。

十
六
、
七
世
紀
頃
に
は
一
般
に
高
い
ピ
ッ
チ
が
用
ひ
ら
れ
て
居
た
が

其
後
次
第
に
下
り
，
十
八
泄
紀
頃
に
は
最
低
と
な
り
、
其
後
叉
高
く
な

つ
て
来
て
ゐ
る
。
現
在
我
國
に
於
て
は
一
八
八
五
年
ウ
イ
ー
ン
の
會
議

で
決
め
ら
れ
た
竺
音
五
一
七
、
三
振
動
、
／
a-音
四
―
―
＿
五
振
動
の
所
謂
國

際
高
度
（
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
呪
ピ
ッ
チ
）
が
標
準
と
し
て
用
ぴ
ら

れ
て
ゐ
る
。
然
し
近
来
欧
米
で
は
一
八
三
四
年
獨
逸
ス
ト
ウ
ッ
ト
ガ
J
v

に
引
上
げ
る
事
は
非
常
に
危
瞼
で
あ
る
。
音
律
引
上
げ
に
は
慎
頸
に
桧

査
し
乍
ら
徐
々
に
少
し
づ
4
調
律
す
る
事
を
忘
れ
て
は
い
け
た
い
。
而

し
て
今
日
に
於
て
も
地
方
で
は
國
際
ピ
ッ
チ
さ
へ
も
完
全
に
賀
施
さ
れ

て
居
る
や
否
や
は
甚
だ
捩
問
で
あ
る
か
ら
、
よ
く
調
律
技
師
と
相
談
し

て
せ
め
て
國
際
ピ
ッ
チ
だ
け
で
も
完
全
に
保
持
す
る
様
に
努
め
た
い
。

而
し
て
こ
の
標
準
と
た
る
C
l
l
及
忍
の
一
音
叉
は
各
地
の
業
器
店
で
販
賣
し

て
ゐ
る
。

我
國
で
箪
に
オ
ル
ガ
ン
と
呼
ぶ
業
器
は
正
確
に
は
リ
ー
ド
オ
ル
ガ
ン

と
稲
す
べ
き
も
の
で
、
欧
米
で
は
輩
に
オ
ル
ガ
ン
と
云
へ
ば
パ
イ
．
フ
ォ

少
ガ
ン
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
さ
て
リ
ー
ド
オ
ル
ガ
ン
に
は
二
種
あ
っ

て
現
今
學
校
や
敦
會
等
に
廣
く
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
ア
メ
リ
カ
ン
・

ォ
J
V
ガ
ン
で
．
他
の
一
稲
は
ハ
J
V
モ
ニ
ウ
ム
と
云
つ
て
我
國
で
は
稀
に

使
用
さ
れ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
た
い
。
ア
メ
リ
カ
ン
・
オ
J
v
ガ
ン
も
ハ
J
v
モ
ニ

ウ
ム
も
構
造
上
か
ら
は
共
に
リ
ー
ド
（
笛
）
を
毯
音
儘
と
し
之
に
空
氣
を

獨
れ
し
め
て
リ
ー
ド
の
舞
の
振
動
に
よ
つ
て
複
音
す
る
機
構
に
な
っ
て

ゐ
る
動
で
は
同
様
で
あ
る
が
ア
メ
リ
カ
ン
•
オ
少
ガ
ン
は
外
部
の
空
氣

を
吸
込
ん
で
舞
を
振
動
さ
せ
、
ふ
：
ク
モ
ニ
ウ
ム
は
業
器
中
の
空
氣
を
吹

~――-_ ----_ _ ---—_. ~ _ •. _ -
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晨
① Stop knob ⑫ Bellaws sollor 各

ストッフ°g_)頭 滑車 部
R Key board ⑱ Pedal webbingの
疇 ペクルと小鶴を繋くや名

③ Pitman rod 紐
鍵盤とバルプの間を⑭ P€dal 稲
聯結する枠 踏板

釘Reecl ⑮ Pedalhinge 
R笛（浚育骰） 踏板の蝶番

彗霜る空氣を追断鯰雷llbellows
したり開いたりする
蓋 ⑰ Great bellows 

⑰ Wind cover 大鞠
Forteと書いてある⑱Wirebellawsspring
ストップに聯結し其 小糖のパネ
開閉によつて昔斌の⑲Wi~e bellows spring 
壻減をする蓋 大魏のバネ

R Saunding board ⑳ Safety valve 
響嗚板 安全辮

⑨ Valve _ ・⑳  knee smell 
舞、空氣箱と笛との 増音器
間を堺す ＠Key slip 

@ Air chamber 前透しのある板
空氣室 ⑮ Caster 

⑪ Valve spring 脚輪
興を輝へてゐるスプ
リンク

ア
メ
リ
カ
ン
・
オ
ル
ガ
ン
断
面
圏

帆
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ト
の
會
議
で
決
定
し
た
¢
五
二
三
、
二
振
動

‘,a
四
四
〇
振
動
の
ピ
ッ

チ
が
多
く
用
ひ
ら
れ
て
居
る
様
で
あ
る
。
此
ピ
ッ
チ
の
名
棺
は
ニ
ュ
ー
・

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
・
ビ
ッ
チ
或
は
コ
ン
サ
ー
ト
・
ピ
ッ
チ
と
呼
ば
れ

て
ゐ
る
。
こ
れ
は
我
胴
で
も
最
近
音
業
會
等
に
使
用
さ
れ
る
傾
向
が
あ

る
。
此
ピ
ッ
チ
は
前
者
に
比
し
て
少
々
高
い
た
め
に
、
管
絃
業
の
揚
合

に
絃
業
器
は
緊
張
力
が
上
つ
て
演
奏
妓
果
上
有
妓
で
あ
り
、
管
業
器
は

演
奏
中
温
度
の
上
昇
に
つ
れ
て
昔
が
高
く
な
っ
て
来
る
性
質
が
あ
る
た

め
高
い
ピ
ッ
チ
に
し
て
お
い
た
方
が
便
利
で
あ
る
と
云
ふ
理
由
か
ら
追

々
用
ひ
ら
れ
る
様
に
な
っ
て
来
た
C

東
京
音
業
學
校
に
於
て
は
今
直
ち

に
高
い
ピ
ッ
チ
に
改
正
す
る
必
要
も
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
新
し
い
ピ

ア
ノ
か
ら
順
次
改
正
し
て
行
く
方
針
で
あ
る
。

一
般
に
古
い
ピ
ア
ノ
の
永
年
定
っ
た
ピ
ッ
チ
を
急
に
引
上
げ
る
事

は
、
種
々
の
故
障
と
危
瞼
を
伴
ふ
故
に
慎
重
に
行
は
れ
た
く
て
は
た
ら

な
い
。
急
に
ピ
ッ
チ
を
上
げ
る
と
、
絃
の
緊
張
力
が
急
激
に
培
し
そ
の

為
第
一
に
起
る
危
瞼
は
断
線
の
恐
れ
の
あ
る
事
で
あ
る
。
J

第
二
に
は
急
に
響
板
に
劉
す
る
絃
の
黙
力
が
加
は
る
た
め
尺
永
い

間
漏
氣
等
に
よ
り
脆
弱
な
る
欣
態
に
な
っ
て
ゐ
る
響
板
は
忽
ち
低
下
を

来
す
様
な
悪
結
果
を
招
く
事
が
あ
る
。
第
三
に
は
新
ピ
ッ
チ
に
慣
れ
る

ま
で
昔
律
の
保
持
が
悪
く
た
る
等
の
不
便
は
避
け
得
ら
れ
な
い
事
で
あ

る
。
兎
に
角
昔
律
の
低
く
な
つ
て
ゐ
る
古
い
ピ
ア
ノ
を
半
音
以
上
も
急

―
―
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れ
て
届
る
時
≫
又
は
雙
質
を
束
し
て
空
氣
の
漏
汎
る
時
、
或
は
木
質
部

の
膠
が
切
れ
し
際
を
生
じ
案
氣
が
誦
札
る
時
等
に
よ
る
の
で
あ
る
。
こ

の
や
う
に
髪
調
を
束
し
た
場
令
は
直
ち
に
原
因
を
褒
見
し
手
入
し
て
置

け
ば
極
め
て
少
部
分
の
修
理
で
漬
む
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
愛
訓
を
一
時
も
早
く
感
知
し
て
其
原
因
を
直
ち
に
除
く
手

段
を
疇
じ
て
お
く
と
云
ふ
事
が
保
存
上
何
よ
り
も
重
要
た
事
で
あ
る
。

瀑
氣
に
よ
る
害
過
度
の
漏
氣
忙
あ
へ
ば
木
質
部
の
膠
は
剥
離
し
て

空
氣
漏
紅
を
生
じ
り
羅
沙
類
は
膨
張
し
て
靡
擦
部
の
閻
帽
を
鋏
<
J
又

阿
部
に
取
多
の
針
金
ス
テ
リ
ン
グ
を
使
用
し
て
あ
る
た
め
、
こ
れ
に
錆

を
生
じ
て
途
に
は
折
損
し
≫
叉
闘
の
ゴ
ム
引
布
，
バ
ル
ブ
の
柔
皮
は
温

氣
を
受
け
た
後
に
乾
燥
さ
ず
こ
と
に
よ
っ
て
髪
質
を
束
し
，
遂
に
空
氣

漏
汎
の
電
大
た
る
故
障
を
生
J
す
る
J

金
屡
性
の
リ
ー
ド
に
は
水
滴
が
溜
り
，
そ
こ
へ
卒
氣
と
共
に
外
界
の

埃
を
吸
込
む
た
め
に
鱒
の
上
に
埃
か
附
着
し
て
昔
律
に
狂
吐
を
生
じ
て

来
る

3

ピ
ア
ノ
の
晶
合
と
同
様
混
氣
は
最
忍
被
害
が
多
い
の
で
あ
る
。

乾
燥
に
よ
る
害
過
度
の
乾
燥
は
外
廓
の
用
材
に
狂
ひ
を
生
じ
、
内

部
に
於
て
は
霧
板
：
｛
全
氣
箱
、
精
等
の
木
質
の
揆
合
貼
の
剥
裂
を
生
ず
ゃ

る
。
叉
漏
氣
の
項
に
述
べ
た
や
う
に
混
氣
の
後
に
来
る
乾
燥
に
よ
っ
て

受
け
る
故
障
は
相
常
多
い
。
日
光
の
直
射
，
暖
房
等
極
度
に
乾
燥
を
奥

へ
る
も
の
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
J

、rF“是 訊｝

學
校
伽
附
ピ
ア
ノ
及
オ
ル
ガ
ン
の
管
四
に
絨
い
て

ー

し
ビ

ダ

ン
に
就
い
て
詮
明
し
て
置
く
Q

9, 
9

9
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の
際
等
出
し
入
れ
に
側
利
の
た
め
0

溝。

る
。
③
は
鑑
を
止
め
た
る
釘
．
④
は
修
理

①
3

部
分
に
あ
る
狭
い
隙
間
か
ら
堂
氣

が
入
っ
て
R

3

＝
県
鍮
製
の
葛
を
振
勁
さ
せ

出
し
て
リ
ー
ド
を
鳴
ら
す
貼
が
異
つ
て
ぬ
る
。

其
他
の
機
構
は
大
差
が
た
い
か
ら
本
文
に
は
ア
メ
リ
カ
ン
。
オ
ル
ガ

右
の
闘
解
に
就
’
い
て
茸
覆
能
の
進
行
欣
態
を
概
略
読
明
し
て
見
る

と
、
先
づ
ベ
タ
庄

(lcl]乙
踏
み
小
闘
(

m

)

を
煽
つ
て
大
韓
合
1

7

)

及
空
氣

雙
2

)

中
の
空
氣
を
排
除
し
て
渠
器
中
の
空
氣
を
極
め
て
低
黙
の
朕
態

に
し
て
先
づ
蓉
音
の
準
備
を
す
る
。
次
に
ス
ト
ッ
プ
(

1

)

を
引
出
す
と

リ
ー
ド
(

4

)

の
壺
貪
こ
は
開
け
ら
れ
て
リ
X
ド
は
外
界
の
空
氣
に
露
出

令々

す
る
理
と
な
っ
て
ぬ
る
。
こ
れ
で
準
備
や
に
来
た
か
ら
次
に
指
頭
に
て

鑓
盤
〈
2
冨
を
抑
ず
と
ピ
ッ
ト
マ
ン
ロ
ッ
}

(

3

)

に
よ
り
バ
：
ご
9

)

を

下
方
に
押
し
開
け
る
こ
と
に
た
り
＼
忽
ち
バ
戸
プ
の
上
方
に
あ
る
リ
ー

ド
の
隙
聞
か
ら
舛
界
の
差
気
が
バ
刀
プ
定
近
じ
て
低
駆
芸
る
室
氣
籟
中

に
浸
入
し
て
来
て
，
リ
ー
ド
は
そ
の
風
の
認
め
振
動
し
て
登
晋
し
、
響

板〈
8

)

に
共
嗚
披
大
さ
れ
て
業
音
と
な
る
の
で
あ
る
。

蓋
音
骸
リ
ー
ド
の
略
榔

文
部
時
報
第
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四
鱗

ー
一
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リ
ー
ー
ド
オ
少
ガ
ン
は
ビ
ア
ノ
と
異
り
其
構
造
が
張
力
と
戟
ふ
必
要
も

な
く
、
は
る
か
に
安
定
さ
れ
た
朕
態
に
あ
る
た
め
、
危
臣
性
も
少
な
く

叉
昔
律
の
狂
い
も
少
い
。
然
し
其
這
用
を
誤
っ
た
時
は
屡
々
修
理
を
必

要
と
し
遂
に
は
大
修
理
に
依
ら
な
く
て
は
同
復
し
な
い
様
穴
朕
態
に
立

至
る
。第

一
に
注
意
す
べ
き
は
乱
曇
な
使
用
は
禁
物
で
、
常
に
正
し
い
常
態

に
於
て
使
用
す
る
事
が
肝
要
で
あ
る
。
楚
調
を
氣
付
い
た
畠
合
は
使
用

を
絞
け
て
は
た
ら
ぬ
。
一
例
を
娼
げ
れ
ば
常
態
で
ぺ
文
ル
を
二
つ
踏
め

ば
褒
音
す
る
虞
を
、
四
ソ
も
宜
ツ
も
急
速
度
に
踏
ま
な
け
れ
ば
完
全
に

套
音
し
な
い
様
に
髪
調
を
来
し
居
る
場
合
．
そ
の
ま
・
扁
無
理
に
ペ
タ
ル
ン

を
踏
み
乍
ら
使
用
を
纏
績
し
て
居
る
と
す
る
と
、
／
忽
ち
轄
の
バ
竺
蒻

は
折
損
し
，
ペ
タ
八
鰈
番
臼
）
は
響
減
し
、
．
冥
田
紐
C

2

)

は
切
断
し
．

汀
の
、
コ
ム
引
布
臼
）
は
破
れ
互
等
の
破
損
を
来
す
結
果
を
招
く
。

右
の
様
に
窒
氣
保
ち
が
悪
く

．．
 

ペ
タ
ル
を
加
速
度
的
に
踏
ま
注
け
れ

ば
褻
昔
し
た
い
場
合
、
そ
の
原
因
は
主
と
し
て
ゴ
ム
引
布
が
少
し
く
破

塵
埃
ァ
メ
リ
カ
ン
・
オ
ル
ガ
ン
は
吸
込
式
で
あ
る
か
ら
，
埃
を
業
器

中
に
吸
込
み
控
々
な
故
障
を
起
す
。
オ
ル
ガ
ン
の
最
も
屡
々
起
る
故
障

は
所
々
衰
音
し
な
い
笛
が
出
来
る
こ
と
で
，
そ
の
原
因
の
大
部
分
は
埃

が
羹
の
際
に
附
羞
し
て
揆
動
を
妨
げ
る
た
め
で
あ
る
Q
學
狡
等
の
如
く

埃
の
多
い
所
で
使
用
さ
れ
る
オ
庄
ガ
ン
に
此
種
の
故
障
を
最
も
多
く
見

受
け
ら
れ
る
。
又
淵
氣
の
為
め
音
律
に
狂
ひ
を
生
す
る
事
も
あ
る
か
ら

槃
器
室
は
特
に
清
潔
に
し
て
視
氣
と
乾
燥
に
注
意
し
た
い
。

其
他
は
前
述
の
諸
注
意
の
項
を
参
照
さ
れ
た
い
。

修
理
に
開
す
る
注
意
先
づ
ォ
少
ガ
ン
の
髪
調
破
損
を
束
し
た
場
合
は

そ
の
箇
所
や
程
度
を
詞
査
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

元
束
オ
ル
〗
ガ
ン
の
修
理
に
は
非
常
に
郡
分
品
の
取
替
へ
を
必
要
と
す

る
場
合
が
多
い
か
ら
，
修
鍔
技
師
を
呼
ぶ
時
は
前
以
つ
て
故
障
盗
四
所
や

そ
の
程
度
を
詫
明
し
て
，
出
張
の
際
に
部
分
品
を
携
帯
ず
る
様
に
注
意

す
る
こ
と
、
更
に
一
歩
進
ん
で
部
分
品
を
製
追
元
か
ら
取
寄
せ
て
取
替

等
の
小
修
理
を
自
分
で
行
ふ
こ
と
忍
出
来
る
の
で
あ
る
か
ら
出
来
る
だ

け
ォ
炉
ガ
ン
の
構
造
ヒ
の
豫
備
知
識
を
具
へ
て
苓
く
様
に
し
た
い
。
次

に
部
分
品
の
注
文
要
領
を
左
に
記
し
て
置
く
。

一
，
業
器
の
製
迭
元
會
社
名
を
記
す
こ
と
。

二
，
其
業
器
の
製
迭
元
會
社
で
附
け
た
読
番
例
へ
ぼ
『
何
競
ォ
少
ガ

ン
』
と
記
入
す
る
こ
と
。
若
し
こ
れ
が
明
瞭
で
た
い
星
合
は
定
債

四
オ
ル
ガ
ン
保
存
上
の
注
意

項
を
述
べ
る

3

以
上
で
機
構
上
の
大
盟
の
説
明
を
終
り
次
に
保
存
上
注
意
す
べ
き
事

―
一
八
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何
卸
の
品
と
記
す
こ
と
。

三
，
園
解
説
明
0
名
桐
に
よ
つ
て
破
損
筒
所
を
詫
明
し
特
に
取
替
ヘ

を
要
す
る
も
の
例
へ
ば
『
小
闘
バ
ネ
右
或
は
匹
等
と
な
る
べ
く
詳
｛

繍
に
説
明
し
て
注
文
す
る
事
。

咤
ざ
本
狡
に
詞
律
技
手
を
麗
く

¥ヽ‘‘ 

以
上
で
ピ
ア
ノ
及
オ
少
ガ
ン
の
管
理
に
就
い
て
は
大
慨
説
明
し
た
と

思
ふ
が
、
結
論
と
し
て
是
非
述
べ
て
置
き
度
い
こ
と
は
學
絞
専
門
の
業

器
調
律
師
を
置
い
て
不
断
に
そ
の
手
入
れ
を
ぜ
し
め
る
必
要
が
あ
る
と

い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

本
絞
に
於
て
は
従
来
は
渠
器
會
紅
に
命
じ
て
其
會
計
の
詞
律
師
を
し

て
ピ
ア
ノ
及
オ
少
ガ
ン
の
手
入
札
や
調
律
を
行
は
し
め
て
居
た
の
で
あ

る
が
、
近
年
頓
に
業
器
の
増
加
定
束
し
，
従
っ
て
調
律
も
繁
多
と
な
っ

た
の
で
一
々
外
部
の
食
詞
の
手
を
通
し
て
居
て
は
敦
授
上
の
不
便
は
勿

讀
の
こ
と
紐
辮
上
か
ら
言
ふ
て
も
好
ま
し
き
事
で
は
な
い
の
で
~
乗
杉

校
長
は

3

本
校
薗
員
と
し
て
責
任
を
も
つ
て
業
器
調
律
や
そ
の
手
人
れ

に
賞
る
技
術
者
を
置
く
こ
と
が
本
校
と
し
て
最
も
時
宜
に
適
し
た
こ
と

4
思
憮
さ
れ
，
之
を
文
部
省
に
提
闊
さ
紅
た
の
で
あ
る

3

幸
ひ
之
が
常

局
の
認
む
る
虞
と
な
つ
て
昭
和
宜
年
宜
月
勅
令
第
九
十
七
読
及
第
九
十

六

i桑

各
府
認
に
調
律
師
を
置
く
こ
と

八
競
を
以
て
本
狡
揺
員
中
に
技
手
盆
判
任
官
〕
一
人
が
増
員
さ
紅
る
こ
と

4
な
っ
た
の
で
あ
る
。

爾
来
七
年
を
経
た
が
，
そ
の
結
果
敦
授
上
に
得
る
声
多
き
は
無
論
の

こ
と
業
器
の
保
存
上
泣
繹
涜
上
に
蒙
る
利
盆
は
勘
か
ら
ざ
る
忍
0
が
あ

る
の
で
あ
る
。

依
つ
て
本
校
の
如
上
の
繹
験
か
ら
し
て
各
府
縣
に
於
て
は
夫
々
學
務

部
に
業
器
詞
律
師
を
虚
き
、
専
ら
管
下
各
學
絞
の
業
器
調
律
や
そ
の
手

入
軋
に
従
事
せ
し
め
る
様
に
す
る
こ
と
は
、
戎
胴
の
昔
業
敦
育
の
現
朕

か
ら
し
て
最
も
有
放
且
適
切
な
る
企
で
は
な
い
か
と
恩
ふ
の
で

3

敢
て

こ
こ
に
各
府
縣
嘗
局
が
胴
律
師
制
度
の
霰
置
に
つ
い
て
考
慮
さ
肛
ん
こ

と
を
切
望
す
る
次
第
で
あ
る
。

1

1

1

0
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表 債 定

部

一

金

武

拾

錢

一

送

料

共

一

ヶ

月

一

金

六

拾

錢

一

送

料

共

六
ヶ
月
一
金
参
繭
｛
拾

5
T釦
]
[
幻

一
ケ
年
一
金
七
圃
武
拾
錢
一
送
料
共

R
臨
時
増
刊
又
は
増
大
競
浚
行
の
節
は
別
に
代

金

申

受

け

ま

す

〇

御

註

文

け

線

て

前

金

に

願

ひ

ま

す

前

金

切

れ

の
拗
合
は
送
本
い
た
し
ま
せ
ん

廣
告
料
は
一
頁
五
拾
園
、
二
分
ノ
一
頁
参
拾
闘
、

四
分
ノ
一
頁
拾
八
闘
と
す

褐
煎
頁
数
は
壷
部
毎
に
拾
参
頁
を
超
ゆ
る
こ
と

を
得
ず

右

文

部

省

の

御

指

定

に

依

っ

た

も

空

て

す
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